






<緒言> 

新生児期(生後 28 日未満)の心大血管疾患に対する外科治療は,心奇形が複雑で,且つ,重篤

であり,その上,緊急手術を必要とすることが多いため問題点も多く,手術成績は良好とは

言いがたい。この分野での外科治療成績の向上は,重要な課題である。そこで,1979 年～

1983年の5年間に経験した新生児期心大血管手術例をもとに,主な疾患につき,その手術成

績と問題点につき報告する。 


